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日本の大学におけるリーダーシップ基礎教育の科学的効果検証
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検
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果
概
要

本
調
査
の
意
義
と
課
題
、
そ
し
て
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
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本
調
査
の
目
的

　

日
本
は
第
二
次
大
戦
後
の
復
興
を
経
て
経
済
大
国
と
し
て
世
界
で
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
、
最
近
の
P‌

I‌

S‌

A
や
T‌

I‌

M‌

S‌

S

の
調
査
結
果
も
示
す
通
り
、
日
本
人
の
教
育
水
準
も
世
界
最
高
レ
ベ
ル
を
誇
っ
て
い
る

（
（
（1
（
（

。
し
か
し
、
平
成
二
六
年
度
の
内
閣
府
に
よ

る
子
ど
も
・
若
者
白
書
の
特
集
（
日
本
を
含
め
た
七
カ
国
の
満
一
三
～
二
九
歳
の
若
者
を
対
象
と
し
た
意
識
調
査
の
特
徴
分
析
）
で
は
、

若
者
は
「
日
本
の
た
め
に
何
ら
か
役
に
立
ち
た
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
関
与
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
自
ら
の
社

会
参
加
に
よ
り
具
体
的
に
社
会
を
変
え
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
確
た
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
い
な
い（

（
（

」
と
し
て
お
り
、
若

者
が
主
体
的
に
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
身
に
付
け
る
た
め
、
社
会
形
成
に
関
す
る
教
育
や
社
会
形
成
へ
の
参
画
支
援
を
一

層
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
問
題
の
観
点
か
ら
も
、
限
り
あ
る
日
本
の
人
材
を
い
か
に

効
率
よ
く
発
達
さ
せ
、
変
革
を
生
み
出
す
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育
成
で
き
る
か
を
研
究
・
検
討
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

米
国
の
高
等
教
育
機
関
の
中
に
は
、
旧
来
か
ら
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
る
機
関
が
数
多
く
存
在
す
る
。

リ
ー
ダ
ー
育
成
を
使
命
と
す
る
の
は
大
学
の
学
部
の
み
な
ら
ず
、
特
に
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
、
行
政
学
大
学
院
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
大
学
院
の
修
士
課
程
あ
る
い
は
博
士
課
程
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
の
研
究
者
ら
は
、
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
お
い
て
必
ず
し
も
成
功
し
て
こ
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
ソ
フ
ト
ス
キ
ル
を
発
達
さ
せ
る
ヒ
ト
中
心
の
講
座
の

欠
如
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
よ
り
よ
い
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
学
生
相
互
の
や
り
と
り
に
着
目
し
た
体
験
型
の
授
業
や
構

成
主
義
的
あ
る
い
は
対
話
ベ
ー
ス
の
講
座
が
救
済
策
に
な
り
得
る
と
主
張
し
て
い
る（

（
（

。

　

一
方
、
日
本
の
高
等
教
育
機
関
で
は
、
こ
れ
ま
で
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
、
学
生
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
を
体
系
的
に
行
っ
て
い
る
大
学
も
大
変
少
な
い（

（
（

。
そ
の
結
果
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
教
育
に
関
す
る
学
術
的
な
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研
究
も
進
ん
で
お
ら
ず
、
日
本
に
お
い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
育
成
講
座
が
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
養
成
に
資
す
る
か
、
と

い
う
問
い
に
関
す
る
学
術
的
な
立
証
は
十
分
に
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
、
慶
應
義
塾
大
学
で
は
、
日
本
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
教
育
を
発
展
さ
せ
る

と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
教
育
に
つ
い
て
の
学
術
的
な
意
義
を
立
証
す
る
た
め
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
講
座
の
開
発

に
取
り
組
み
、
二
〇
一
五
年
秋
学
期
に
三
一
名
の
大
学
学
部
生
を
対
象
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
講
座
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
」
を
開
講
し
、

そ
の
実
地
効
果
検
証
を
行
っ
た
。

　

本
論
文
で
は
、
日
本
で
新
た
に
提
供
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
教
育
が
大
学
学
部
生
の
育
成
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
効
果
を

も
た
ら
し
た
か
、
そ
の
調
査
結
果
を
発
表
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
調
査
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
講
座
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基

礎
」
の
受
講
生
を
対
象
に
、
成
人
発
達
理
論
の
視
点
か
ら
受
講
者
の
認
知
的
発
達
の
変
化
を
検
証
す
る
日
本
初
の
試
み
と
な
る
。

　

効
果
測
定
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
教
育
講
座
受
講
前
後
の
学
生
の
発
達
段
階
（
精
神
的
成
熟
度
）
の
変
化
を
調

査
・
分
析
す
る
。
分
析
に
お
い
て
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ー
ガ
ン
教
授
の
構
成
主
義
的
発
達
理
論

（Constructive D
evelopm

ental T
heory

）
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
生
徒
の
成
熟
度
を
測
定
し
、
い
か
に
人
の
成
熟
度
レ

ベ
ル
を
高
め
る
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
標
と
な
り
う
る
か
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
く
。

本
調
査
の
理
論
的
背
景

　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
学
生
が
将
来
社
会
に
出
た
後
で
も
継
続
的
に
効
果
が
現
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
教
育
の
効
果
測
定
に
あ
た
っ
て
は
、
持
続
性
の
あ
る
成
果
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
性
の
あ
る
コ
ア
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
と
は
何
か
。
デ
イ
、
ハ
リ
ソ
ン
、
ハ
ル
ピ
ン
は
、
リ
ー
ダ
ー
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神
面
に
お
け
る
資
質
の
開
発
が
挙
げ
ら
れ
る
。
表
層
の
資
質
ほ
ど
即
効
性
は
高
い
が
、
そ
の
時
々
の
時
代
や
状
況
に
左
右
さ
れ
や
す

い
傾
向
が
あ
る
。
一
方
、
深
層
の
資
質
ほ
ど
継
続
性
が
高
く
、
本
質
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
大
学
教
育

に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
は
、
最
深
層
の
精
神
面
の
発
達
に
注
力
す
べ
き
で
あ
る（

（
（

。

　

世
界
を
代
表
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
会
社
で
あ
るCenter for Creative Leadership

も
、
流
動
化
（V

olatility

）、
不
確

実
性
（U

ncertainty

）、
複
雑
化
（Com

plexity

）、
そ
し
て
不
透
明
感
（A

m
biguity

）
が
増
し
て
い
る
現
代
の
世
界
（V

U
CA

 

W
orld

）
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
に
は
、
従
来
か
ら
あ
る
技
術
的
な
ス
キ
ル
や
行
動
様
式
を
修
得
す
る
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
変
化
す
る
世
の
中
を
い
か
に
俯
瞰
し
て
把
握
す
る
か
と
い
う
精
神
面
で
の
発
達
が
求
め
ら
れ
る
、
と
主
張
し
て
い
る（

（
（

。
ま

た
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ケ
ネ
デ
ィ
行
政
大
学
院
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
教
育
の
権
威
で
あ
る
ロ
ナ
ル
ド
・
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
は
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
、
人
々
を
難
し
い
問
題
か
ら
目
を
背
け
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
皆
で
そ
う
し
た
難
題
に
取
り
組
ん
で
い
け

る
よ
う
に
導
く
実
行
力
、
と
定
義
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
う
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
に
は
、
論
争
や
意
見
の
対
立
を
乗
り
越
え
、

シ
ッ
プ
開
発
に
は
三
つ
の
階
層
が
存
在
す
る
と
主
張
し
て
い
る（

（
（

。
最
も
顕
在
化
し
や

す
い
表
層
の
階
層
と
し
て
、
技
術
的
な
知
識
、
課
題
分
析
力
、
決
断
力
等
の
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
ス
キ
ル
／
行
動
様
式
の
開
発
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
に
中
層
に
位
置
付

け
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
目
標
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
定
、
倫
理
観
や
価
値
観
の
確
立

な
ど
を
掌
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
開
発
が
あ
る
。
こ
う
し
た

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
自
己
認
識
に
基
づ
く
本
物
の

リ
ー
ダ
ー
に
な
る
た
め
に
不
可
欠
な
資
質
で
あ
る
。
そ
し
て
三
番
目
の
最
も
深
い
階

層
と
し
て
、
自
分
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
そ
し
て
自
分
が
所
属
す
る
組
織
や

社
会
に
つ
い
て
、
ど
う
意
味
付
け
、
認
識
す
る
か
と
い
う
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
精

デイ、ハリソン、ハルピン（2009）の理
論を基に筆者作成。

図 1　リーダーシップ開発の 3階層

スキル・行動様式

倫理・価値観

意味付け
認識力



5

日本の大学におけるリーダーシップ基礎教育の科学的効果検証

人
々
が
納
得
で
き
る
共
通
の
解
を
導
き
出
せ
る
よ
う
な
、
高
度
な
客
観
性
を
備
え
た
観
察
力
と
判
断
力
が
求
め
ら
れ
る（

（1
（

。

　

実
際
に
、
こ
う
し
た
精
神
面
で
の
発
達
度
合
い
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
い
く
つ
か
の
論
文

で
立
証
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
次
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
能
力
に
深
く
関
連
す
る
、
成
人
の
精
神
面
の
発
達
度
合
い
に
関
す
る
理
論
と
そ
の

測
定
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
。

成
人
発
達
理
論
（A

dult D
evelopm

ent T
heory

）

　

子
ど
も
の
発
達
が
、
新
生
児
、
乳
児
、
幼
児
、
思
春
期
と
、
あ
る
程
度
顕
著
な
段
階
を
経
て
進
む
の
と
同
様
に
、
成
人
の
精
神
面

の
発
達
も
、
あ
る
程
度
段
階
的
に
発
達
す
る
こ
と
が
成
人
発
達
理
論
と
し
て
立
証
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
た
だ
し
、
成
人
の
精
神
面
の
発
達

は
、
若
年
期
の
精
神
的
な
発
達
の
よ
う
に
、
身
体
的
に
顕
著
な
変
化
を
伴
う
こ
と
は
少
な
い
。
ま
た
年
齢
と
と
も
に
全
員
が
自
動
的

に
発
達
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
進
む
と
そ
れ
以
上
の
発
達
は
個
人
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
生
じ
る
と
い
う
こ

と
も
証
明
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

成
人
発
達
に
つ
い
て
は
様
々
な
理
論
が
あ
る
が
、
そ
の
多
く
の
理
論
は
人
間
の
内
面
の
一
側
面
の
発
達
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、
自
我
の
発
達
に
焦
点
を
当
て
た
ジ
ェ
ー
ン
・
ロ
ー
ビ
ン
ガ
ー（

（1
（

、
倫
理
面
で
の
発
達
に
焦
点
を
当
て
た
ロ
ー
レ
ン

ス
・
コ
ー
ル
バ
ー
グ（

（1
（

、
認
知
面
の
発
達
に
焦
点
を
当
て
た
カ
ー
ト
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー（

（1
（

、
そ
し
て
信
仰
面
か
ら
の
発
達
に
焦
点
を
当
て

た
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー（

（1
（

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
教
育
心
理
学
を
専
門
と
す
る
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ー
ガ
ン
が
提
唱
し
た
構
成
主
義
的
発
達
理
論

（Constructive D
evelopm

ental T
heory

）
は
、
最
も
包
括
的
に
成
人
の
精
神
面
（
内
面
）
の
発
達
を
考
察
す
る
成
人
発
達
理
論
と

し
て
評
価
を
得
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
構
成
主
義
的
発
達
理
論
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ら
び
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
研
究
に
お
い
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て
、
欧
米
で
最
も
頻
繁
に
活
用
さ
れ
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
成
人
発
達
理
論
で
も
あ
る（

（2
（

。

構
成
主
義
的
発
達
理
論
（Constructive D

evelopm
ental T

heory

）

　

構
成
主
義
的
発
達
理
論
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
構
成
主
義
と
発
達
理
論
を
組
み
合
わ
せ
た
理
論
で
あ
る
。
構
成
主
義

（Constructivism
）
と
は
、
人
は
経
験
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
己
の
解
釈
に
基
づ
い
て
経
験
を
独
自
に
意

味
付
け
る
（
構
成
す
る
）
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
そ
し
て
、
発
達
理
論
（D

evelopm
ental T

heory

）
と
は
、
そ
う
し
た
解
釈
力
は
、

時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
も
し
く
は
個
人
の
意
識
等
に
よ
っ
て
、
よ
り
複
雑
な
レ
ベ
ル
に
段
階
的
に
発
達
す
る
と
い
う
理
論
で
あ
る
。

従
っ
て
構
成
主
義
的
発
達
理
論
と
は
、
人
が
自
己
な
ら
び
に
ま
わ
り
の
世
界
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
意
味
付
け
る
か
に
つ
い
て
、
時

間
の
経
過
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
変
化
・
発
達
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
段
階
的
に
検
証
す
る
理
論
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
思
考
プ
ロ
セ
ス

（
発
達
段
階
）
は
、
自
分
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
認
識
力
、
対
人
関
係
の
あ
り
方
に
影
響
を
及
ぼ
す
基
本
定
義
と
な
る（

（2
（

。

　

キ
ー
ガ
ン
は
、
主
観
（Subject

）
と
客
観
（O

bject

）
と
の
認
識
面
で
の
境
界
線
が
ど
こ
に
あ
る
か
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人

間
の
発
達
段
階
を
判
定
で
き
る
と
い
う
理
論
を
提
唱
し
た（

（2
（

。
主
観
と
は
、
そ
の
人
に
と
っ
て
、
自
身
の
一
部
で
あ
り
、
見
る
こ
と
も

検
証
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
主
観
と
は
、
そ
の
人
に
と
っ
て
疑
う
余
地
の
な
い
真
実
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
主
観
は
、
そ
の
人
の

行
動
や
思
考
パ
タ
ー
ン
の
基
礎
と
な
り
、
同
時
に
そ
の
人
に
と
っ
て
盲
点
と
も
言
え
る
。
一
方
、
客
観
と
は
、
主
観
の
反
対
で
あ
り
、

様
々
な
角
度
か
ら
観
察
し
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
は
自
ら
の
客
観
を
制
御
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
責
任
を
取
る
こ
と

も
で
き
る
。
別
の
表
現
を
す
れ
ば
、
人
は
主
観
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
、
客
観
を
制
御
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
主
観
概
念

を
減
ら
し
、
客
観
概
念
を
増
や
し
て
い
け
ば
、
よ
り
複
雑
な
課
題
に
、
客
観
的
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
よ
り
複
雑

な
課
題
に
、
よ
り
適
切
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る（

（2
（

。
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キ
ー
ガ
ン
は
、
こ
の
人
間
の
内
的
な
発
達
段
階
を
、
下
記
の
五
つ
の
段
階
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。
よ
り
上
位
の
段
階
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
よ
り
複
雑
な
状
況
を
客
観
的
に
把
握
し
、
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
1
段
階
は
幼
児
の
精
神
的
な
発
達
段
階
で

あ
り
、
第
5
段
階
は
あ
る
意
味
で
理
論
上
の
発
達
段
階
と
も
言
え
、
そ
こ
に
到
達
す
る
成
人
は
稀
で
あ
り
、
中
年
期
以
前
に
到
達
し

た
例
は
な
い
。
従
っ
て
、
大
学
生
の
発
達
段
階
に
お
い
て
重
要
な
も
の
は
、
第
2
段
階
か
ら
第
4
段
階
と
言
え
る
。
キ
ー
ガ
ン
に
よ

る
と
、
段
階
を
上
が
る
に
は
、
そ
れ
以
前
の
段
階
の
全
て
の
認
識
構
造
を
十
分
に
理
解
し
内
包
す
る
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ

以
前
の
段
階
の
精
神
的
な
発
達
を
十
分
に
内
包
化
し
た
後
で
の
み
、
そ
の
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

発
達
段
階
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
く
。

第
1
段
階
（
直
感
段
階
）：
幼
児
期
。

　

こ
の
段
階
は
、
幼
い
子
ど
も
に
見
ら
れ
る
。
彼
ら
は
自
分
の
直
感
や
欲
求
を
客
観
視
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
常
に
そ
れ
ら
に
基
づ

い
て
行
動
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
を
長
時
間
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
高
い
ビ
ル
に
上
が
り
、

そ
こ
か
ら
下
を
見
る
と
、
人
や
車
が
本
当
に
小
さ
く
な
っ
た
と
感
じ
る
。
ま
た
、
水
を
一
つ
の
容
器
か
ら
別
の
形
の
容
器
に
移
す
と
、

そ
の
水
自
体
が
別
の
形
の
も
の
に
な
っ
た
と
感
じ
る
。
こ
の
段
階
の
子
ど
も
は
、
神
秘
と
魔
術
の
世
界
に
生
き
て
い
る
と
言
え
る
。

第
2
段
階
（
自
己
至
上
段
階
）：
七
歳
頃
か
ら
思
春
期
に
か
け
て
。
一
部
、
成
人
も
。

　

子
ど
も
が
七
歳
頃
に
な
る
と
、
物
質
社
会
を
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
人
や
自
動
車
と
い
っ
た
物
質
も
距

離
に
応
じ
て
拡
大
し
た
り
縮
小
し
た
り
し
て
見
え
る
が
、
そ
れ
は
そ
う
見
え
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
実
際
の
大
き
さ
は
変
わ
っ
て
い
な

い
こ
と
を
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
世
界
の
不
思
議
さ
は
減
り
、
複
雑
さ
が
増
す
。
例
え
ば
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
好
き
、
算
数
が

得
意
と
い
っ
た
、
自
分
自
身
の
価
値
観
を
時
間
の
経
過
後
も
保
持
し
、
認
識
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
、
他
人
も
自
分
と
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は
違
う
価
値
観
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
行
動
の
規
範
は
自
己
の
興
味
や
欲
求
に
基
づ
い
て

お
り
、
ま
だ
他
者
に
対
す
る
共
感
や
同
情
と
い
っ
た
感
情
は
存
在
し
な
い
。
感
情
面
で
、
他
者
と
か
な
り
離
れ
た
状
態
に
あ
る
と
言

え
る
。

　

他
者
の
感
情
に
つ
い
て
は
、
自
分
の
感
情
や
欲
求
と
関
係
す
る
場
合
に
の
み
関
心
が
あ
る
。
こ
の
段
階
の
人
物
は
、
自
己
中
心
的

で
あ
り
、
他
者
を
自
分
の
欲
求
を
満
た
す
上
で
味
方
か
敵
か
と
い
う
視
点
で
判
断
す
る
傾
向
が
あ
る
。
規
則
や
規
範
は
、
罰
則
が
厳

し
け
れ
ば
恐
れ
て
従
う
が
、
罰
則
が
ゆ
る
い
と
判
断
す
れ
ば
、
従
う
必
要
を
感
じ
な
い
。

第
3
段
階
（
社
会
化
段
階
）：
思
春
期
後
半
か
ら
。
大
多
数
の
成
人
。

　

こ
の
段
階
に
入
る
と
、
他
者
を
自
分
の
欲
求
の
た
め
の
手
段
と
し
て
の
み
で
判
断
す
る
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
段
階
で
は
、

他
者
の
欲
求
の
た
め
に
自
己
の
欲
求
を
抑
え
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
自
分
の
直
感
や
欲
求
を
客
観
視
し
て
制
御
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
他
者
の
感
情
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
が
所
属
す
る
組
織
（
家
族
、
学
校
、
会
社
、
地
域
等
）
の

一
員
と
し
て
、
期
待
さ
れ
る
役
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
分
の
行
動
が
他
者
の
感
情
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
自
分
の
欲
求
を
抑
制
し
て
、
自
分
が
所
属
す
る
組
織
の
欲
求
を
優
先
し
、
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
、
他

者
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
尊
心
を
構
築
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
親
し
い
他
者
や
自
分
が
所
属
す
る
組
織
の
期
待
に
応

え
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
る
。

　

こ
の
段
階
の
人
間
の
弱
点
は
、
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
人
物
や
組
織
も
し
く
は
そ
れ
ら
相
互
が
、
価
値
観
の
衝
突
を
起
こ
し
た
場

合
に
、
精
神
的
に
引
き
裂
か
れ
て
し
ま
い
、
決
断
を
下
す
術
を
失
っ
て
し
ま
う
点
に
あ
る
。
こ
の
段
階
の
人
物
は
、
他
者
か
ら
の
期

待
や
社
会
的
な
役
割
や
地
位
に
応
え
る
こ
と
で
自
己
形
成
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
自
分
自
身
（
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
と
い

う
概
念
に
乏
し
い
。
多
く
は
、
所
属
す
る
組
織
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
そ
し
て
周
り
の
メ
ン
バ
ー
に
忠
実
で
、
模
範
的
な
市
民
（
社
員
、
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パ
ー
ト
ナ
ー
、
友
人
）
と
呼
ば
れ
る
。

第
4
段
階
（
自
己
主
導
段
階
）：
一
部
の
成
人
。

　

第
4
段
階
に
発
達
す
る
と
、
第
3
段
階
ま
で
の
全
て
の
価
値
観
を
保
持
し
つ
つ
、
そ
の
上
で
、
自
ら
の
所
属
す
る
組
織
や
他
者
と

の
関
係
を
客
観
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
、
そ
れ
を
主
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
者
の
意
見
や
期
待
が
主
観
で
あ
っ
た
第
3
段
階
か
ら
、
そ
れ
を
客
観
と
捉
え
、
客
観
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
段
階

で
は
、
多
様
な
規
則
や
シ
ス
テ
ム
を
客
観
的
に
捉
え
、
そ
れ
ら
が
対
立
す
る
場
合
に
も
、
精
神
的
に
引
き
裂
か
れ
る
こ
と
な
く
、
自

己
の
判
断
に
基
づ
い
て
冷
静
に
調
整
す
る
力
が
あ
る
。

　

こ
の
段
階
の
人
物
は
、
周
り
の
意
見
を
客
観
的
に
参
考
に
し
つ
つ
も
、
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
自
己
の
信
念
に
よ

り
独
創
的
に
規
範
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
自
ら
定
め
た
規
範
を
守
る
た
め
に
戦
う
力
と
責
任
感
が
あ
る
。
従
っ
て
、

危
機
や
変
換
期
を
迎
え
る
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
。
欠
点
は
、
自
分
の
価
値
観
を
追
求
す
る
志
向
が
強
い
た
め
、
自

分
の
価
値
観
か
ら
遠
く
離
れ
た
、
自
分
に
と
っ
て
異
質
な
価
値
観
や
概
念
に
つ
い
て
、
そ
の
是
非
を
検
討
す
る
力
に
乏
し
い
。

第
5
段
階
（
自
己
変
容
段
階
）：
ご
く
一
部
の
中
年
期
以
降
の
成
人
。

　

第
5
段
階
に
達
す
る
に
は
、
第
4
段
階
ま
で
の
全
て
の
資
質
を
備
え
、
同
時
に
自
分
自
身
の
内
部
シ
ス
テ
ム
の
限
界
を
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
自
分
以
外
の
他
者
や
外
部
の
組
織
を
、
自
分
と
は
別
の
シ
ス
テ
ム
と
見
る
の
で
は
な
く
、
一
見
別

に
見
え
る
他
者
や
他
の
組
織
に
対
し
て
も
、
よ
り
包
括
的
な
共
通
点
を
見
つ
け
、
よ
り
大
き
な
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
る
力

を
持
つ
。
こ
の
段
階
に
至
る
と
、
分
裂
あ
る
い
は
二
極
化
と
い
っ
た
発
想
を
持
つ
こ
と
は
少
な
く
な
る
。
例
え
て
言
う
と
、
世
の
中

を
白
と
黒
の
対
極
す
る
二
色
で
は
な
く
、
多
数
の
灰
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
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な
る
。
第
5
段
階
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
数
多
く
の
対
立
す
る
規
範
に
直
面
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
包
括
し
て
、
対
立
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ

の
グ
ル
ー
プ
が
許
容
で
き
る
よ
う
な
、
よ
り
根
底
と
な
る
重
要
規
範
を
示
す
力
が
あ
る
。
従
っ
て
、
よ
り
複
雑
で
大
き
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
。
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
、
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
、
そ
し
て
ビ
ロ
ー
ド
革
命
を
実
現

し
た
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
・
ハ
ヴ
ェ
ル
等
は
、
こ
の
段
階
の
好
例
と
言
え
る
。

　

キ
ー
ガ
ン
は
、
ま
す
ま
す
複
雑
化
す
る
現
在
の
様
々
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
課
題
に
対
処
す
る
に
は
、
自
己
主
導
段
階
（
第
4
段

階
）
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
最
低
限
不
可
欠
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る（

（2
（

。
な
ぜ
な
ら
、
自
己
主
導
型
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
自
己
の
価
値

観
を
確
立
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
責
任
を
果
た
す
覚
悟
が
で
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
た
と
え
他
者
の
意
見
や
期
待
と
自
己
の

価
値
観
に
齟
齬
が
生
じ
て
も
、
感
情
や
情
緒
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
他
の
意
見
を
相
互
に
批
判
的
に
分
析
し
、
検
証
し
、
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
よ
り
大
き
な
（
重
要
な
）
目
標
の
た
め
に
、
一
部
の
人
の
期
待
を
裏
切
っ
て
で
も
決
断
を
下
す

力
が
あ
る
。
自
己
主
導
型
（
第
4
段
階
）
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
社
会
化
型
（
第
3
段
階
）
の
リ
ー
ダ
ー
よ
り
も
、
自
己
制
御
力
が
あ
り
、

本
来
の
目
標
に
注
力
す
る
力
が
強
く
、
自
己
の
決
断
や
そ
れ
に
伴
う
結
果
に
対
す
る
責
任
力
が
高
い
傾
向
に
あ
る（

（2
（

。

　

従
っ
て
、
最
高
学
府
で
あ
る
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
で
は
、
四
年
間
の
学
習
期
間
を
通
し
て
、
学
生
が
自
己
主
導
段
階
（
第
4

段
階
）
へ
発
達
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
責
務
が
あ
る
と
言
え
る（

（2
（

。

　

た
だ
し
現
実
に
は
、
米
国
の
陸
軍
士
官
学
校
で
あ
る
ウ
ェ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
で
実
施
さ
れ
た
学
生
の
成
人
発
達
に
関
す
る
長
期
調
査

に
よ
る
と
、
大
学
入
学
段
階
で
は
、
第
2
段
階
（
自
己
至
上
段
階
）
も
し
く
は
第
2
段
階
か
ら
第
3
段
階
（
社
会
化
段
階
）
へ
の
移
行

期
に
い
る
学
生
が
大
半
で
あ
り
、
大
学
生
活
を
通
し
て
第
3
段
階
を
完
了
す
る
こ
と
が
当
面
の
目
標
と
な
る
。
そ
の
中
か
ら
ど
れ
だ

け
の
学
生
が
、
さ
ら
に
第
3
段
階
か
ら
第
4
段
階
（
自
己
主
導
段
階
）
へ
の
移
行
期
に
発
達
し
て
い
け
る
か
が
、
高
等
教
育
機
関
の

今
後
の
重
要
課
題
と
言
え
る（

（2
（

。
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調
査
方
法

　

慶
應
義
塾
大
学
で
二
〇
一
五
年
秋
学
期
に
開
催
さ
れ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
講
座
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
」
の
受
講
生
を
対
象
に
、
彼

ら
が
受
講
後
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
理
解
を
深
め
、
精
神
的
発
達
を
遂
げ
た
か
に
つ
い
て
、
検
証
調
査
を
行
っ

た
。
検
証
方
法
に
つ
い
て
は
、
キ
ー
ガ
ン
の
構
成
主
義
的
発
達
理
論
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
キ
ー
ガ
ン
他
が
開
発
し
た
主

観
・
客
観
面
談
（Subject-O

bject Interview

）
手
法
に
忠
実
に
則
り
、
受
講
前
と
受
講
後
の
計
二
回
（
各
回
一
時
間
程
度
）、
受
講

生
を
対
象
に
一
対
一
の
個
別
面
談
を
実
施
し
た（

（2
（

。
面
談
内
容
は
全
て
書
き
起
こ
し
、
主
観
・
客
観
面
談
の
評
価
法
に
従
い
、
認
定
評

価
者
二
名
に
よ
る
相
互
評
価
を
行
い
、
個
々
の
学
生
の
発
達
段
階
の
判
定
を
行
っ
た
。

面
談
対
象
者
：
パ
イ
ロ
ッ
ト
講
座
に
参
加
し
た
学
生
（
三
一
名
）
の
中
か
ら
の
希
望
者
二
二
名

（
大
学
一
年
生
一
名
、
三
年
生
一
五
名
、
四
年
生
六
名
）

面
談
実
施
日
：
講
座
開
始
前
面
談
（
二
〇
一
五
年
九
月
二
九
、
三
〇
日
、
一
〇
月
一
、
二
日
）

講
座
終
了
後
面
談
（
二
〇
一
六
年
一
月
一
二
、
一
三
、
一
四
、
一
五
日
）

面
談
場
所
：　

慶
應
義
塾
大
学
三
田
校
舎
東
館
G
―

S‌
E‌
C
会
議
室

パ
イ
ロ
ッ
ト
講
座
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
」

　

本
講
座
で
は
、
米
国
の
高
等
教
育
機
関
で
主
流
と
な
っ
て
い
る
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
中
心
に
据
え
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
教
育

の
提
供
を
目
指
し
、
世
界
最
先
端
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
学
生
が
修
得
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
目
指
し
た
。
具
体
的
に
は
、
世
界
各

国
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
講
師
を
招
聘
し
、
一
二
週
間
に
わ
た
っ
て
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
、「
リ
ー
ダ
ー
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シ
ッ
プ
基
礎
と
は
何
か
」
と
い
う
大
き
な
問
い
を
自
ら
考
え
る
と

こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
論
理
的
思
考
力
、
集
団
力
学
等
の
実
践

的
な
分
析
技
術
を
学
び
、
コ
ー
チ
ン
グ
や
交
渉
を
実
際
に
体
験
し

て
い
く
中
で
、
総
合
的
な
問
題
解
決
能
力
を
養
い
、
最
終
的
に
、

人
々
を
動
か
す
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
上
で
最
も
重
要
と
な
る
、
個
々

人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
構
築
を
目
指
す
プ

ロ
グ
ラ
ム
編
成
と
し
た（

（3
（

。

　「
人
は
経
験
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
の
教
育

哲
学（

（3
（

に
基
づ
き
、
授
業
ス
タ
イ
ル
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

手
法
を
主
軸
と
し
、
経
験
と
概
念
の
組
み
合
わ
せ
に
重
き
を
置
い

た
ス
タ
イ
ル
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
旧
来
の
講
師
に
よ
る
一
方

的
な
講
義
を
で
き
る
限
り
少
な
く
し
、
演
習
、
グ
ル
ー
プ
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
全
体
討
議
を
多
数
盛

り
込
み
、
状
況
に
応
じ
て
携
帯
電
話
を
活
用
し
た
即
時
投
票
シ
ス

テ
ム
（
イ
マ
キ
ク
）
も
活
用
し
、
講
師
と
学
生
、
そ
し
て
学
生
間

の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
と
な
る
授
業
形
式
を
主

体
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
学
生
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
数

用
意
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
が
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
実
験
室
」
の
よ
う
な
学
習
環
境
を
整
備
し

回 日時 曜日 時間 内容 講師

 1 10 月   3 日 土 13：00 ― 15：00 リーダーシップ① 渡邊竜介　

 2 10 月   3 日 土 15：30 ― 18：00 リーダーシップ② 渡邊竜介　

 3 10 月   5 日 月 16：30 ― 19：30 リーダーシップ③ 渡邊竜介　

 4 10 月 19 日 月 16：30 ― 19：30 コーチング 富岡洋平　

 5 10 月 26 日 月 16：30 ― 19：30 クリティカルシンキング① 福原正大　

 6 11 月   2 日 月 16：30 ― 19：30 クリティカルシンキング② 福原正大　

 7 11 月   9 日 月 16：30 ― 19：30 レトリック 渡辺泰之　

 8 11 月 16 日 月 16：30 ― 19：30 グループ　ダイナミックス 田村次朗　

 9 11 月 30 日 月 16：30 ― 19：30 ネゴシエーション 田村次朗　

10 12 月   7 日 月 16：30 ― 19：30 パブリックナラティブ① 鎌田華乃子

11 12 月 14 日 月 16：30 ― 19：30 パブリックナラティブ② 鎌田華乃子

12 12 月 21 日 月 16：30 ― 19：30 パブリックナラティブ③ 鎌田華乃子

表 1　「リーダーシップ基礎」講座スケジュール
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た
。

　

経
験
学
習
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
性
格
上
、
特
別
な
理
由
の
な
い
限
り
欠
席
を
一
切
認
め
な
い
方
針
を
採
っ
た
。
結
果
、
特
に
三
年

生
に
と
っ
て
は
企
業
が
開
催
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
外
資
系
企
業
の
採
用
面
談
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
る
大
変
多
忙
な
時
期
で
あ
っ

た
が
、
全
講
義
の
出
席
率
が
平
均
八
七
％
と
い
う
高
い
結
果
と
な
っ
た
。

主
観
・
客
観
面
談
（Subject-O

bject Interview

）

　

主
観
・
客
観
面
談
と
は
、
キ
ー
ガ
ン
の
成
人
発
達
理
論
に
基
づ
く
発
達
段
階
（
精
神
的
な
成
熟
度
）
を
測
定
す
る
た
め
に
開
発
さ

れ
た
面
談
手
法
で
あ
る（

（3
（

。
本
面
談
は
、
面
談
者
と
被
験
者
と
の
対
面
・
個
別
面
談
方
式
を
採
用
す
る
。
面
談
内
容
は
全
て
録
音
し
、

書
き
起
こ
し
、
二
人
の
認
定
評
価
者
に
よ
り
独
自
に
評
価
し
た
上
で
、
相
互
議
論
の
後
に
最
終
評
価
を
決
定
す
る（

（3
（

。

　

面
談
者
は
、
面
談
に
入
る
前
に
、「
成
功
」、「
感
動
」、「
大
切
な
こ
と
」、「
変
化
」、「
確
信
」、「
苦
悩
」、「
悲
し
み
」、「
別
れ
」、

「
怒
り
」、「
不
安
」
と
い
う
感
情
に
関
連
す
る
主
題
を
示
す
一
〇
の
カ
ー
ド
を
被
験
者
に
示
す（

（3
（

。
そ
し
て
、
被
験
者
に
そ
れ
ら
の
主

題
に
関
連
す
る
人
生
の
大
き
な
体
験
を
想
起
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
自
由
に
メ
モ
し
て
も
ら
う
時
間
を
一
〇
分
程
度
取
る（

（3
（

。

体
験
は
、
昔
の
も
の
よ
り
も
最
近
の
も
の
の
方
が
好
ま
し
い
。
そ
の
後
、
被
験
者
が
メ
モ
し
た
体
験
の
中
か
ら
自
由
に
一
つ
を
選
び
、

そ
の
体
験
に
つ
い
て
面
談
者
に
語
っ
て
も
ら
う
。
被
験
者
が
語
り
終
わ
っ
た
後
に
面
談
者
は
、
そ
の
体
験
を
被
験
者
が
ど
の
よ
う
に

意
味
付
け
て
い
る
か
、
つ
ま
り
そ
の
体
験
に
対
す
る
被
験
者
の
主
観
と
客
観
の
境
界
を
探
る
質
問
を
行
う（

（3
（

。
一
段
落
つ
い
た
と
こ
ろ

で
、
面
談
者
は
被
験
者
に
次
の
体
験
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
う
。
面
談
は
一
時
間
か
ら
一
時
間
強
を
見
込
み
、
通
常
数
個
か
ら
七
～

八
個
程
度
の
体
験
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
う（

（3
（

。
被
験
者
は
、
必
ず
し
も
一
〇
個
全
て
の
感
情
に
関
連
す
る
体
験
を
話
す
必
要
は
な
い
。

　

評
価
段
階
は
、
第
1
段
階
（
直
感
段
階
）
か
ら
第
5
段
階
（
自
己
変
容
段
階
）
の
評
価
の
他
に
、
各
段
階
の
間
に
四
つ
の
移
行
段
階
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が
あ
り
、
合
計
二
一
段
階
で
評
価
さ
れ
る（

（3
（

。
例
え
ば
第
2
段
階
（
自
己
至
上
段
階
）
と
第
3
段
階
（
社
会
化
段
階
）
の
間
の
四
つ
の
移

行
段
階
は
、
2（
3
）、
2
／
3
、
3
／
2
、
3（
2
）
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る（

（3
（

。
2（
3
）
は
、
主
に
第
2
段
階
の
発
達
特
徴
を
示
し

な
が
ら
も
、
第
3
段
階
の
兆
候
が
第
2
段
階
の
発
達
特
徴
を
ベ
ー
ス
に
垣
間
見
ら
れ
る
段
階
で
あ
る（

（4
（

。
2
／
3
と
3
／
2
は
と
も
に
、

第
2
段
階
と
第
3
段
階
の
発
達
特
徴
が
両
方
と
も
顕
在
化
し
て
い
る
段
階
で
あ
る（

（4
（

。
2
／
3
は
第
2
段
階
の
比
重
が
比
較
的
多
く
顕

在
化
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
3
／
2
は
逆
に
第
3
段
階
の
比
重
が
比
較
的
多
く
顕
在
化
し
て
い
る
段
階
で
あ
る（

（4
（

。
3（
2
）
は
第

3
段
階
の
発
達
を
示
し
て
は
い
る
が
、
ま
だ
十
分
に
明
確
で
は
な
く
、
完
全
に
第
3
段
階
の
発
達
を
完
了
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い

直
前
の
段
階
で
あ
る（

（4
（

。
こ
の
段
階
で
は
、
新
段
階
の
自
分
の
価
値
観
が
前
段
階
へ
逆
戻
り
し
よ
う
と
す
る
以
前
の
価
値
観
を
押
し
返

そ
う
と
す
る
様
子
（push-back
）（

（4
（

を
被
験
者
が
表
現
す
る
場
合
が
多
々
あ
る
。

結
果
概
要

　

本
調
査
で
は
、
特
に
次
の
二
つ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
注
力
し
た
。

（
1
）
キ
ー
ガ
ン
の
成
人
発
達
理
論
に
基
づ
い
て
、
参
加
学
生
の
発
達
段
階
を
診
断
し
た
。

（
2
）
次
に
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
講
座
受
講
前
と
受
講
後
の
発
達
段
階
の
変
化
に
つ
い
て
診
断
を
し
た
。

　

表
2
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
講
座
受
講
者
二
二
名
の
キ
ー
ガ
ン
の
主
観
・
客
観
面
談
の
講
義
前
と
講
義
後
の
診
断
結
果
の
比
較
の
ま
と

め
で
あ
る
。
キ
ー
ガ
ン
の
分
析
手
法
に
よ
る
と
、
各
段
階
の
移
行
期
は
よ
り
細
か
く
四
つ
の
段
階
に
分
か
れ
る
が
、
本
分
析
で
は
、

よ
り
大
き
な
ト
レ
ン
ド
を
把
握
す
る
た
め
に
、
各
移
行
期
を
一
つ
に
ま
と
め
て
集
計
し
た
。
結
果
と
し
て
、
講
座
受
講
前
は
、
第
2

段
階
か
ら
第
3
段
階
へ
の
移
行
期
（
2＜

S＜

3
）
の
学
生
が
三
二
％
、
第
3
段
階
（
社
会
化
段
階
）（
S
＝
3
）
の
属
す
る
学
生
が

三
二
％
、
そ
し
て
第
3
段
階
か
ら
第
4
段
階
へ
の
移
行
期
（
3＜

S＜

4
）
の
学
生
が
三
六
％
と
、
各
グ
ル
ー
プ
と
も
に
、
ほ
ぼ
三
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分
の
一
ず
つ
の
構
成
比
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

講
義
前
に
は
第
4
段
階
（
S
＝
4
）
に
属

す
る
学
生
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

　

一
方
受
講
後
に
は
、
第
2
段
階
か
ら
第

3
段
階
へ
の
移
行
期
（
2＜

S＜

3
）
に

属
す
る
学
生
の
構
成
比
が
一
八
％
へ
、
そ

し
て
第
3
段
階
（
S
＝
3
）
に
属
す
る
学

生
の
構
成
比
も
二
三
％
へ
と
、
と
も
に
大

き
く
減
少
し
た
。
同
時
に
、
第
3
段
階
か

ら
第
4
段
階
へ
の
過
渡
期
（
3＜

S＜

4
）

に
属
す
る
学
生
の
構
成
比
が
三
六
％
か
ら

五
〇
％
へ
と
、
大
き
く
上
昇
し
た
。
ま
た

第
4
段
階
（
S
＝
4
）
に
属
す
る
学
生
も

新
た
に
二
名
（
9
％
）
存
在
し
た
。
本
結

果
は
、
高
等
教
育
の
最
終
目
標
が
将
来
の

リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
に
学
生
の
第
4
段

階
（
S
＝
4
）
へ
の
成
長
を
促
す
こ
と
で

あ
る
、
と
仮
定
す
る
の
で
あ
れ
ば（

（4
（

、
大
変

希
望
の
持
て
る
実
績
と
言
え
る
。

発達段階 2＜S＜3 ％ S＝3 ％ 3＜S＜4 ％ S＝4 ％

事前診断 7 32％ 7 32％ 8 36％ 0 0％

事後診断 4 18％ 5 23％ 11 50％ 2 9％

表 2　主観・客観面談の総合診断結果

注 1�：S は発達段階を意味し、2＜S＜3 は第 2 から第 3 段階への過渡期、S＝3 は第 3 段階、3＜S＜4
は第 3 から第 4 段階への過渡期、S＝4 は第 4 段階を意味する。

　 2：％はそれぞれの段階に所属する人数の構成比を表す。

12

10

8

6

4

2

0
2＜S＜3 3＜S＜4S＝3 S＝4

事前
事後

図 2　受講者の発達段階の講義事前・事後の変化
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次
に
、
よ
り
重
要
な
評
価
と
し
て
、
個
別
学
生
の
発
達
段
階
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
分
析
し
て
み
る
。
表
3
は
、
二
二
名
の
学
生

の
事
前
事
後
の
個
別
推
移
を
示
し
て
い
る
。
矢
印
で
示
さ
れ
た
学
生
が
段
階
間
の
顕
著
な
発
達
を
示
し
た
学
生
で
あ
る
。
二
二
名
中

一
三
名
（
五
九
％
）
の
学
生
が
、
顕
著
な
発
達
を
示
し
た
。
四
カ
月
未
満
と
い
う
成
人
発
達
の
視
点
で
は
大
変
短
い
期
間
で
、
六
割

近
い
学
生
に
顕
著
な
発
達
の
変
化
が
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
成
人
発
達
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
大
学
時
代
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
基
礎
教
育
が
い
か
に
学
生
の
発
達
に
資
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
ら
に
、
発
達
段
階
別
の
発
達
の
推
移
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
こ
こ
で
は
発
達
段
階
を
、
自
己
至
上
グ
ル
ー
プ
、
社
会
化
グ
ル
ー

プ
、
自
己
主
導
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
検
証
す
る
。
自
己
至
上
グ
ル
ー
プ
と
は
、
第
2
段
階
の
発
達
特
徴
を
主
に
示
す
グ
ル
ー
プ
と
し
、

講
義
前
に
ス
テ
ー
ジ
2（
3
）
と
2
／
3
に
属
し
て
い
た
学
生
を
指
す
。
本
調
査
で
は
、
A
、
B
、
C
の
三
人
の
学
生
が
本
グ
ル
ー

プ
に
属
す
。
社
会
化
グ
ル
ー
プ
と
は
、
第
3
段
階
の
発
達
特
徴
を
主
に
示
す
グ
ル
ー
プ
と
し
、
講
義
前
に
ス
テ
ー
ジ
3
／
2
、
3

（
2
）、
3
、
3（
4
）、
3
／
4
に
属
し
て
い
た
学
生
を
指
す
。
本
調
査
で
は
、
D
か
ら
S
の
一
六
人
の
学
生
が
本
グ
ル
ー
プ
に
属
す
。

自
己
主
導
グ
ル
ー
プ
と
は
、
第
4
段
階
の
発
達
特
徴
を
主
に
示
す
グ
ル
ー
プ
と
し
、
講
義
前
に
ス
テ
ー
ジ
4
／
3
と
4（
3
）
に
属

し
て
い
た
学
生
を
示
す
。
本
調
査
で
は
、
T
、
U
、
V
の
三
人
の
学
生
が
該
当
す
る
。

　

自
己
至
上
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
三
人
の
学
生
の
う
ち
顕
著
な
発
達
を
示
し
た
の
は
一
人
（
三
三
％
）
の
み
で
あ
っ
た
。
一
方
、
社

会
化
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
一
六
人
の
学
生
の
う
ち
九
人
の
学
生
（
五
六
％
）
が
顕
著
な
発
達
を
示
し
た
。
自
己
主
導
グ
ル
ー
プ
の
三

人
の
学
生
は
三
人
と
も
に
（
一
〇
〇
％
）
顕
著
な
発
達
を
示
し
た
。
本
結
果
よ
り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
主
軸
に
し
た
本

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
講
座
は
、
よ
り
発
達
段
階
の
高
い
学
生
に
対
し
て
、
よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
本

講
座
が
目
指
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
、
学
生
が
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
力
し
て
問
題
を
発
見
し
そ
の
解
決
策

を
見
出
し
て
い
く
能
動
的
学
習
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
う
し
た
学
習
形
態
は
、
よ
り
発
達
段
階
の
高
い
学
生
に
対
し
て
、

よ
り
効
果
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
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表 3　主観・客観面談の個別診断結果

発達段階 自己至上�
グループ 社会化グループ 自己主導グループ

学生 性別 2（3） 2/3 3/2 3（2） 3 3（4） 3/4 4/3 4（3） 4

A 女 X

B 女 X X

C 女 X

D 男 X

E 男 X X

F 男 X X

G 男 X X

H 女 X

I 男 X

J 男 X

K 男 X X

L 女 X X

M 男 X X

N 男 X X

O 男 X

P 女 X X

Q 女 X

R 男 X

S 男 X X

T 女 X X

U 女 X X

V 女 X X
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次
に
、
各
発
達
段
階
に
お
け
る
意
味
付
け
（
自
分
の
周
り
の
出
来
事
、
人
間
関
係
、
そ
し
て
自
己
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、

意
味
付
け
す
る
か
と
い
う
こ
と
）
を
、
そ
の
段
階
の
人
が
持
つ
特
有
の
強
み
と
盲
点
、
そ
し
て
次
の
段
階
へ
の
成
長
可
能
分
野
に
つ
い

て
、
バ
ー
ガ
ー
の
解
釈
に
基
づ
い
て
説
明
し（

（4
（

、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
代
表
的
な
被
験
者
の
コ
メ
ン
ト
を
列
挙
し
て
い
く
。

第
2
段
階
（
自
己
至
上
段
階
）

　

最
初
に
、
第
2
段
階
に
お
け
る
意
味
付
け
（
強
み
、
盲
点
、
成
長
可
能
分
野
）（

（4
（

に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
関
す
る
被
験

者
の
代
表
的
な
引
用
を
ま
と
め
る
。

表
4　

第
2
段
階
に
お
け
る
意
味
付
け
（
強
み
、
盲
点
、
成
長
可
能
分
野
）
と
代
表
的
な
引
用

強
み

盲
点

次
の
段
階
へ
の
成
長
可
能
分
野

単
純
明
快
な
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
場
合
、
自
己
至
上
段
階
の
人
は
そ
の
本
領
を

発
揮
で
き
る
。
正
解
と
不
正
解
、
善
と
悪
な
ど

の
は
っ
き
り
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
外
部

か
ら
の
ル
ー
ル
や
報
酬
や
賞
金
と
い
う
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
で
向
か
う
べ
き
方
向
性
を
指
示
さ
れ

れ
ば
、
前
進
で
き
る

（
（4
（

。

〈
代
表
的
な
引
用
〉

「
誰
か
に
良
い
こ
と
を
す
る
と
、
そ
の
人
た
ち
に

も
良
い
こ
と
を
し
て
も
ら
え
る
。
人
に
優
し
く

す
る
こ
と
が
自
分
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
っ
た

こ
の
段
階
の
人
は
、
ま
だ
他
の
人
に
共
感
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
抽
象
的
な
概
念
を
持
ち
得
な

い
。
こ
の
段
階
の
人
の
選
択
肢
は
二
者
択
一
と

な
る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
、
善
か
悪
か
、
自

分
の
利
益
か
他
人
の
利
益
か
、
で
あ
る
。
あ
る

組
織
の
ル
ー
ル
に
従
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ

の
ル
ー
ル
が
自
分
の
利
害
関
係
と
一
致
し
て
い

る
か
ら
従
う
の
で
あ
っ
て
、
忠
誠
や
責
務
と

い
っ
た
抽
象
的
な
概
念
か
ら
で
は
な
い

（
（4
（

。

〈
代
表
的
な
引
用
〉

「
グ
ル
ー
プ
内
で
言
い
争
い
が
あ
っ
た
時
、
自
分

第
2
段
階
（
自
己
至
上
）
か
ら
第
3
段
階
（
社

会
化
）
へ
の
成
長
課
題
は
、
他
者
の
物
の
見
方

を
理
解
し
、
そ
れ
を
自
分
の
物
と
す
る
（
内
面

化
す
る
）
こ
と
で
あ
る
。
自
分
に
と
っ
て
重
要

な
人
た
ち
だ
と
思
う
人
々
と
こ
れ
か
ら
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
そ

う
し
た
他
者
の
観
点
を
取
り
込
み
、
そ
れ
を
内

面
化
し
て
、
成
長
し
て
い
く

（
（5
（

。

〈
代
表
的
な
引
用
〉

「
部
活
で
議
題
に
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
以
外
に
周

り
が
自
分
を
攻
撃
し
て
く
る
要
因
が
あ
る
と
思

ら
、
そ
う
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
別

の
人
た
ち
も
い
つ
か
く
る
見
返
り
を
考
え
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
楽
に
な
っ
た
。」

「（
行
き
た
い
就
職
先
に
つ
い
て
）
ま
だ
具
体
的

に
は
な
い
が
、
高
い
収
入
を
得
て
良
い
物
を
買

い
、
色
々
な
場
所
に
旅
し
た
い
の
で
、
稼
ぎ
た

い
。
そ
の
た
め
に
出
世
し
た
い
。」

「（
志
望
動
機
に
つ
い
て
）
第
一
志
望
の
組
織
に

入
り
た
い
。
理
由
は
働
い
て
い
る
人
が
か
っ
こ

い
い
か
ら
、
面
白
そ
う
だ
か
ら
で
、
明
確
な
目

標
は
な
い
。」

（
抽
象
的
な
目
標
は
な
く
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
を
優

先
す
る
事
例
。）

が
い
く
ら
言
っ
て
も
折
れ
て
も
ら
え
ず
、
私
を

潰
し
に
か
か
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
と
思
っ
た
。

相
手
の
意
見
の
意
図
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。」

「
あ
の
会
に
行
け
ば
誰
々
と
つ
な
が
れ
て
も
っ
と

違
っ
た
学
び
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
後
悔

す
る
こ
と
が
あ
る
。
何
か
に
誘
わ
れ
た
り
し
た

場
合
、
ま
ず
自
分
の
利
害
を
考
え
る
傾
向
に
あ

る
。」（
第
3
段
階
の
あ
り
方
に
気
づ
い
て
、
そ

こ
に
移
行
し
た
い
気
持
ち
も
あ
る
が
、
ま
だ
実

行
で
き
な
い
で
い
る
事
例
。）

い
、
根
本
的
な
事
情
が
解
消
さ
れ
な
い
限
り
決

着
で
き
な
い
と
思
い
、
自
分
が
折
れ
て
受
け
入

れ
る
部
分
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。」（
第
3
段
階

へ
の
移
行
が
必
要
と
感
じ
始
め
て
い
る
事
例
。）
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第
3
段
階
（
社
会
化
段
階
）

　

次
に
、
第
3
段
階
に
お
け
る
意
味
付
け
（
強
み
、
盲
点
、
成
長
可
能
分
野
）（

（5
（

に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
関
す
る
被
験
者

の
代
表
的
な
引
用
を
ま
と
め
る
。

表
4　

第
2
段
階
に
お
け
る
意
味
付
け
（
強
み
、
盲
点
、
成
長
可
能
分
野
）
と
代
表
的
な
引
用

強
み

盲
点

次
の
段
階
へ
の
成
長
可
能
分
野

単
純
明
快
な
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
場
合
、
自
己
至
上
段
階
の
人
は
そ
の
本
領
を

発
揮
で
き
る
。
正
解
と
不
正
解
、
善
と
悪
な
ど

の
は
っ
き
り
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
外
部

か
ら
の
ル
ー
ル
や
報
酬
や
賞
金
と
い
う
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
で
向
か
う
べ
き
方
向
性
を
指
示
さ
れ

れ
ば
、
前
進
で
き
る

（
（4
（

。

〈
代
表
的
な
引
用
〉

「
誰
か
に
良
い
こ
と
を
す
る
と
、
そ
の
人
た
ち
に

も
良
い
こ
と
を
し
て
も
ら
え
る
。
人
に
優
し
く

す
る
こ
と
が
自
分
に
つ
な
が
る
の
だ
と
思
っ
た

こ
の
段
階
の
人
は
、
ま
だ
他
の
人
に
共
感
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
抽
象
的
な
概
念
を
持
ち
得
な

い
。
こ
の
段
階
の
人
の
選
択
肢
は
二
者
択
一
と

な
る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
、
善
か
悪
か
、
自

分
の
利
益
か
他
人
の
利
益
か
、
で
あ
る
。
あ
る

組
織
の
ル
ー
ル
に
従
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ

の
ル
ー
ル
が
自
分
の
利
害
関
係
と
一
致
し
て
い

る
か
ら
従
う
の
で
あ
っ
て
、
忠
誠
や
責
務
と

い
っ
た
抽
象
的
な
概
念
か
ら
で
は
な
い

（
（4
（

。

〈
代
表
的
な
引
用
〉

「
グ
ル
ー
プ
内
で
言
い
争
い
が
あ
っ
た
時
、
自
分

第
2
段
階
（
自
己
至
上
）
か
ら
第
3
段
階
（
社

会
化
）
へ
の
成
長
課
題
は
、
他
者
の
物
の
見
方

を
理
解
し
、
そ
れ
を
自
分
の
物
と
す
る
（
内
面

化
す
る
）
こ
と
で
あ
る
。
自
分
に
と
っ
て
重
要

な
人
た
ち
だ
と
思
う
人
々
と
こ
れ
か
ら
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、
そ

う
し
た
他
者
の
観
点
を
取
り
込
み
、
そ
れ
を
内

面
化
し
て
、
成
長
し
て
い
く

（
（5
（

。

〈
代
表
的
な
引
用
〉

「
部
活
で
議
題
に
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
以
外
に
周

り
が
自
分
を
攻
撃
し
て
く
る
要
因
が
あ
る
と
思

ら
、
そ
う
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
別

の
人
た
ち
も
い
つ
か
く
る
見
返
り
を
考
え
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
楽
に
な
っ
た
。」

「（
行
き
た
い
就
職
先
に
つ
い
て
）
ま
だ
具
体
的

に
は
な
い
が
、
高
い
収
入
を
得
て
良
い
物
を
買

い
、
色
々
な
場
所
に
旅
し
た
い
の
で
、
稼
ぎ
た

い
。
そ
の
た
め
に
出
世
し
た
い
。」

「（
志
望
動
機
に
つ
い
て
）
第
一
志
望
の
組
織
に

入
り
た
い
。
理
由
は
働
い
て
い
る
人
が
か
っ
こ

い
い
か
ら
、
面
白
そ
う
だ
か
ら
で
、
明
確
な
目

標
は
な
い
。」

（
抽
象
的
な
目
標
は
な
く
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
を
優

先
す
る
事
例
。）

が
い
く
ら
言
っ
て
も
折
れ
て
も
ら
え
ず
、
私
を

潰
し
に
か
か
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
と
思
っ
た
。

相
手
の
意
見
の
意
図
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。」

「
あ
の
会
に
行
け
ば
誰
々
と
つ
な
が
れ
て
も
っ
と

違
っ
た
学
び
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
後
悔

す
る
こ
と
が
あ
る
。
何
か
に
誘
わ
れ
た
り
し
た

場
合
、
ま
ず
自
分
の
利
害
を
考
え
る
傾
向
に
あ

る
。」（
第
3
段
階
の
あ
り
方
に
気
づ
い
て
、
そ

こ
に
移
行
し
た
い
気
持
ち
も
あ
る
が
、
ま
だ
実

行
で
き
な
い
で
い
る
事
例
。）

い
、
根
本
的
な
事
情
が
解
消
さ
れ
な
い
限
り
決

着
で
き
な
い
と
思
い
、
自
分
が
折
れ
て
受
け
入

れ
る
部
分
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。」（
第
3
段
階

へ
の
移
行
が
必
要
と
感
じ
始
め
て
い
る
事
例
。）

表
5　

第
3
段
階
に
お
け
る
意
味
付
け
（
強
み
、
盲
点
、
成
長
可
能
分
野
）
と
代
表
的
な
引
用

強
み

盲
点

次
の
段
階
へ
の
成
長
可
能
分
野

第
3
段
階
（
社
会
化
段
階
）
の
人
の
強
み
は
、

優
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
あ
げ
る
た
め
に
、

他
者
の
期
待
を
自
分
の
も
の
と
し
て
取
り
入
れ

第
3
段
階
（
社
会
化
段
階
）
の
人
は
、
相
反
す

る
視
点
や
意
見
を
解
き
ほ
ぐ
す
能
力
に
欠
け
る
。

つ
ま
り
、
自
分
に
と
っ
て
重
要
な
人
た
ち
の
相

こ
の
段
階
の
人
が
徐
々
に
第
4
段
階
（
自
己
変

容
段
階
）
に
移
行
し
て
い
く
に
つ
れ
、
こ
れ
ま

で
の
自
分
を
支
配
し
て
き
た
グ
ル
ー
プ
や
組
織



20

法学研究 92 巻 3 号（2019：3）

る
能
力
に
あ
る
。
他
者
の
視
点
を
大
事
に
し
、

自
分
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
共
有
す
る
と
考

え
る
グ
ル
ー
プ
や
組
織
に
忠
実
で
、
そ
れ
故
に
、

そ
の
グ
ル
ー
プ
の
利
害
を
自
分
の
利
害
よ
り
優

先
す
る

（
（5
（

。

〈
代
表
的
な
引
用
〉

「
自
分
の
意
思
で
大
き
な
選
択
を
し
た
経
験
が
少

な
い
。
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
の
上
を
走
っ
て
い

る
。」

「
自
分
の
中
で
親
は
大
き
な
存
在
で
、
親
の
影
響

で
進
み
た
い
業
界
を
決
め
て
い
る
。」

「
私
は
人
と
の
関
わ
り
み
た
い
の
が
す
ご
く
大
き

く
て
、
人
か
ら
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
っ
て
い

う
の
が
大
き
い
と
感
じ
る
。
だ
か
ら
そ
う
い
う

人
に
、
た
ぶ
ん
自
分
の
大
切
な
人
、
家
族
と
か

友
人
と
か
に
認
め
て
も
ら
う
こ
と
、
必
要
と
さ

れ
る
と
嬉
し
い
ん
だ
な
、
幸
せ
な
ん
だ
な
、
と

思
う
。」

「
祖
父
が
親
に
達
成
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
親
が
そ
れ
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
の
で
代

わ
り
に
そ
れ
を
自
分
が
や
る
、
と
報
告
し
た

か
っ
た
。」

（
上
記
全
て
、
他
者
の
意
見
が
、
自
分
の
も
の
と

し
て
完
全
に
内
省
化
さ
れ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

反
す
る
意
見
の
仲
裁
が
で
き
な
い
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
自
己
の
中
で
相
反
す
る
複
数
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
仲
裁
も
で
き
な
い
（
例
え
ば
、

良
き
社
員
と
し
て
の
自
分
の
役
割
と
良
き
親
／

良
き
伴
侶
と
し
て
の
自
分
の
役
割
が
相
矛
盾
す

る
場
合
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
べ

き
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
）（

（5
（

。

〈
代
表
的
な
引
用
〉

「（
留
学
浪
人
に
つ
い
て
）
そ
の
一
年
間
は
み
な

が
働
い
て
い
る
中
で
自
分
は
無
職
に
な
る
の
で

無
駄
な
一
年
間
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。」

「
将
来
に
つ
い
て
周
り
と
比
べ
て
こ
れ
で
い
い
の

か
、
不
安
に
な
る
。
周
り
が
就
活
し
て
い
る
と

焦
り
本
当
に
院
に
進
ん
で
い
い
の
か
、
不
安
に

な
る
。
周
り
の
大
多
数
に
合
わ
せ
ら
れ
れ
ば
安

心
で
き
る
の
だ
が
。」

「
意
外
と
心
が
弱
い
の
か
、
批
判
さ
れ
た
時
に
自

分
の
自
信
の
な
さ
が
露
呈
し
た
。
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
り
た
い
自
分
と
そ
う
で
も
な
い
自

分
。
二
人
の
自
分
が
自
分
の
中
に
い
る
。
自
分

は
組
織
に
対
す
る
忠
誠
心
が
強
い
。」

（
上
記
全
て
、
他
者
の
評
価
基
準
や
期
待
値
に
翻

弄
さ
れ
、
自
ら
意
思
決
定
し
に
く
く
な
っ
て
い

る
事
例
。）

（
権
威
）
の
価
値
観
が
必
ず
し
も
絶
対
正
し
い
も

の
で
な
い
と
気
づ
き
、
そ
れ
ら
か
ら
一
定
の
距

離
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま

り
、
第
4
段
階
に
向
か
う
に
つ
れ
て
、
独
自
の

持
論
や
信
念
、
評
価
基
準
や
物
事
の
定
義
を
作

り
出
し
て
い
く
よ
う
に
な
る

（
（5
（

。

〈
代
表
的
な
引
用
〉

「（
苦
悩
に
つ
い
て
）
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

を
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
主
体
的
に
行
動
を

取
り
た
い
。
し
か
し
、
ど
う
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

が
あ
る
人
に
な
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
。
周

り
の
影
響
を
す
ご
く
気
に
す
る
自
分
が
い
や

だ
。」

（
第
3
段
階
と
第
4
段
階
の
間
で
模
索
し
て
い
る

事
例
。）

「
一
番
最
初
に
思
い
つ
い
た
こ
と
は
「
大
切
な
こ

と
」
で
、
自
分
と
自
分
の
周
り
の
人
が
笑
顔
で

い
る
こ
と
と
か
、
後
は
自
分
ら
し
く
い
る
こ
と
、

を
書
い
た
。
自
分
ら
し
く
い
る
こ
と
は
、
た
ぶ

ん
主
体
性
み
た
い
な
も
の
に
関
係
し
て
い
る
の

か
。
こ
の
二
つ
は
違
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

ど
っ
ち
も
大
切
だ
と
思
っ
た
の
で
書
い
た
。」

（
第
4
段
階
の
自
己
主
導
的
な
人
生
の
あ
り
方
が

見
え
て
き
て
い
る
が
、
同
時
に
第
3
段
階
的
な

邁
進
し
て
い
る
事
例
。）

価
値
観
と
の
間
で
戸
惑
っ
て
い
る
事
例
。）

「（
怒
り
に
つ
い
て
）『
女
の
子
な
ん
だ
か
ら
も
う

ち
ょ
っ
と
丁
寧
に
や
り
な
さ
い
』
と
言
わ
れ
て

『
女
の
子
な
ん
だ
か
ら
』
と
い
う
く
だ
り
に
と
て

も
腹
が
立
っ
た
。」

（
第
4
段
階
に
至
る
直
前
で
他
者
が
押
し
付
け
る

前
段
階
（
第
3
段
階
）
の
思
考
を
押
し
返
そ
う

と
し
て
い
る
事
例
。）
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第
4
段
階
（
自
己
主
導
段
階
）

　

最
後
に
、
第
4
段
階
に
お
け
る
意
味
付
け
（
強
み
、
盲
点
、
成
長
可
能
分
野
）（

（5
（

に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
関
す
る
被
験

者
の
代
表
的
な
引
用
を
ま
と
め
る
。

る
能
力
に
あ
る
。
他
者
の
視
点
を
大
事
に
し
、

自
分
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
共
有
す
る
と
考

え
る
グ
ル
ー
プ
や
組
織
に
忠
実
で
、
そ
れ
故
に
、

そ
の
グ
ル
ー
プ
の
利
害
を
自
分
の
利
害
よ
り
優

先
す
る

（
（5
（

。

〈
代
表
的
な
引
用
〉

「
自
分
の
意
思
で
大
き
な
選
択
を
し
た
経
験
が
少

な
い
。
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
の
上
を
走
っ
て
い

る
。」

「
自
分
の
中
で
親
は
大
き
な
存
在
で
、
親
の
影
響

で
進
み
た
い
業
界
を
決
め
て
い
る
。」

「
私
は
人
と
の
関
わ
り
み
た
い
の
が
す
ご
く
大
き

く
て
、
人
か
ら
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
っ
て
い

う
の
が
大
き
い
と
感
じ
る
。
だ
か
ら
そ
う
い
う

人
に
、
た
ぶ
ん
自
分
の
大
切
な
人
、
家
族
と
か

友
人
と
か
に
認
め
て
も
ら
う
こ
と
、
必
要
と
さ

れ
る
と
嬉
し
い
ん
だ
な
、
幸
せ
な
ん
だ
な
、
と

思
う
。」

「
祖
父
が
親
に
達
成
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
親
が
そ
れ
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
の
で
代

わ
り
に
そ
れ
を
自
分
が
や
る
、
と
報
告
し
た

か
っ
た
。」

（
上
記
全
て
、
他
者
の
意
見
が
、
自
分
の
も
の
と

し
て
完
全
に
内
省
化
さ
れ
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

反
す
る
意
見
の
仲
裁
が
で
き
な
い
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
自
己
の
中
で
相
反
す
る
複
数
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
仲
裁
も
で
き
な
い
（
例
え
ば
、

良
き
社
員
と
し
て
の
自
分
の
役
割
と
良
き
親
／

良
き
伴
侶
と
し
て
の
自
分
の
役
割
が
相
矛
盾
す

る
場
合
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
べ

き
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
）（

（5
（

。

〈
代
表
的
な
引
用
〉

「（
留
学
浪
人
に
つ
い
て
）
そ
の
一
年
間
は
み
な

が
働
い
て
い
る
中
で
自
分
は
無
職
に
な
る
の
で

無
駄
な
一
年
間
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。」

「
将
来
に
つ
い
て
周
り
と
比
べ
て
こ
れ
で
い
い
の

か
、
不
安
に
な
る
。
周
り
が
就
活
し
て
い
る
と

焦
り
本
当
に
院
に
進
ん
で
い
い
の
か
、
不
安
に

な
る
。
周
り
の
大
多
数
に
合
わ
せ
ら
れ
れ
ば
安

心
で
き
る
の
だ
が
。」

「
意
外
と
心
が
弱
い
の
か
、
批
判
さ
れ
た
時
に
自

分
の
自
信
の
な
さ
が
露
呈
し
た
。
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
り
た
い
自
分
と
そ
う
で
も
な
い
自

分
。
二
人
の
自
分
が
自
分
の
中
に
い
る
。
自
分

は
組
織
に
対
す
る
忠
誠
心
が
強
い
。」

（
上
記
全
て
、
他
者
の
評
価
基
準
や
期
待
値
に
翻

弄
さ
れ
、
自
ら
意
思
決
定
し
に
く
く
な
っ
て
い

る
事
例
。）

（
権
威
）
の
価
値
観
が
必
ず
し
も
絶
対
正
し
い
も

の
で
な
い
と
気
づ
き
、
そ
れ
ら
か
ら
一
定
の
距

離
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま

り
、
第
4
段
階
に
向
か
う
に
つ
れ
て
、
独
自
の

持
論
や
信
念
、
評
価
基
準
や
物
事
の
定
義
を
作

り
出
し
て
い
く
よ
う
に
な
る

（
（5
（

。

〈
代
表
的
な
引
用
〉

「（
苦
悩
に
つ
い
て
）
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

を
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
主
体
的
に
行
動
を

取
り
た
い
。
し
か
し
、
ど
う
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

が
あ
る
人
に
な
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
。
周

り
の
影
響
を
す
ご
く
気
に
す
る
自
分
が
い
や

だ
。」

（
第
3
段
階
と
第
4
段
階
の
間
で
模
索
し
て
い
る

事
例
。）

「
一
番
最
初
に
思
い
つ
い
た
こ
と
は
「
大
切
な
こ

と
」
で
、
自
分
と
自
分
の
周
り
の
人
が
笑
顔
で

い
る
こ
と
と
か
、
後
は
自
分
ら
し
く
い
る
こ
と
、

を
書
い
た
。
自
分
ら
し
く
い
る
こ
と
は
、
た
ぶ

ん
主
体
性
み
た
い
な
も
の
に
関
係
し
て
い
る
の

か
。
こ
の
二
つ
は
違
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

ど
っ
ち
も
大
切
だ
と
思
っ
た
の
で
書
い
た
。」

（
第
4
段
階
の
自
己
主
導
的
な
人
生
の
あ
り
方
が

見
え
て
き
て
い
る
が
、
同
時
に
第
3
段
階
的
な

邁
進
し
て
い
る
事
例
。）

価
値
観
と
の
間
で
戸
惑
っ
て
い
る
事
例
。）

「（
怒
り
に
つ
い
て
）『
女
の
子
な
ん
だ
か
ら
も
う

ち
ょ
っ
と
丁
寧
に
や
り
な
さ
い
』
と
言
わ
れ
て

『
女
の
子
な
ん
だ
か
ら
』
と
い
う
く
だ
り
に
と
て

も
腹
が
立
っ
た
。」

（
第
4
段
階
に
至
る
直
前
で
他
者
が
押
し
付
け
る

前
段
階
（
第
3
段
階
）
の
思
考
を
押
し
返
そ
う

と
し
て
い
る
事
例
。）

表
6　

第
4
段
階
に
お
け
る
意
味
付
け
（
強
み
、
盲
点
、
成
長
可
能
分
野
）
と
代
表
的
な
引
用

強
み

盲
点

次
の
段
階
へ
の
成
長
可
能
分
野

第
4
段
階
（
自
己
主
導
段
階
）
に
い
る
人
は
、

自
分
固
有
の
明
確
な
使
命
感
を
持
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
組
織
に
ま
で
拡
張
で
き
る
強
み
が
あ
る
。

ま
た
、
複
数
の
矛
盾
す
る
見
方
を
考
慮
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
違
い
を
理
解
し
た
上
で
、
意
思
決
定

が
で
き
る

（
（5
（

。

第
4
段
階
の
人
は
、
基
本
的
に
は
自
分
独
自
の

使
命
感
や
価
値
観
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
。
し

た
が
っ
て
自
分
の
使
命
や
価
値
観
に
固
執
し
す

ぎ
る
が
ゆ
え
に
、
時
に
柔
軟
性
に
欠
け
る
こ
と

が
あ
る
。
ま
た
、
自
分
自
身
の
価
値
観
や
主
義

を
支
え
る
体
系
そ
の
も
の
を
再
考
・
疑
問
視
す

る
作
業
に
困
難
を
覚
え
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。

ま
た
、
異
文
化
間
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
機
能
横

こ
の
段
階
の
人
は
、
自
ら
の
持
論
と
自
分
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
の
仕
方
に
も
限
界
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
で
前
進
し
、
自
分
の

理
論
と
実
践
に
対
抗
す
る
他
の
理
論
と
実
践
を

も
取
り
込
む
よ
う
自
分
を
拡
張
し
て
い
く
こ
と

で
成
長
し
て
い
く
。
自
分
で
メ
ン
タ
ー
を
選
択

し
て
い
く

（
（5
（

。
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〈
代
表
的
な
引
用
〉

「（
就
職
先
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
）
社
会
が

決
め
た
軸
に
沿
っ
て
生
き
る
必
要
は
な
い
ん
だ

と
思
っ
た
。
周
り
の
軸
で
は
な
く
、
自
分
の
軸

で
選
べ
ば
、
た
ぶ
ん
自
分
が
満
足
で
き
る
結
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思

う
。」

（
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
、
自
分
が
主
導
的

に
決
め
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
て
い
る
事

例
。）

「『
成
功
』
と
い
う
の
は
未
来
に
い
る
言
葉
だ
と

思
う
。
成
功
は
『
自
分
が
こ
う
い
う
ふ
う
に
し

た
い
と
思
い
、
導
く
こ
と
』
で
あ
っ
て
、
過
去

に
や
っ
た
こ
と
に
対
し
て
『
あ
れ
は
成
功
だ
っ

た
』
と
思
う
も
の
で
は
な
い
。」

（「
成
功
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、
他
者
の
意

見
に
関
わ
ら
ず
、
自
分
独
自
の
定
義
付
け
が
で

き
る
事
例
。）

「（
確
信
に
つ
い
て
）
自
分
の
価
値
観
・
判
断
基

準
を
決
め
つ
け
な
い
こ
と
。
人
そ
れ
ぞ
れ
判
断

軸
が
あ
る
こ
と
を
留
学
で
痛
感
。
そ
の
中
で
、

自
分
の
信
念
や
判
断
軸
は
保
ち
な
が
ら
各
々
の

判
断
軸
に
柔
軟
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
。」

（
他
者
の
価
値
観
か
ら
、
自
分
の
価
値
観
に
距
離

を
置
く
こ
と
が
で
き
、
柔
軟
性
を
持
っ
て
独
自

断
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
、
よ
り
複
雑
な
状

況
へ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
可
能
性
が
あ
る

（
（5
（

。

〈
代
表
的
な
引
用
〉

「
自
分
に
対
す
る
怒
り
の
方
が
多
い
。
何
か
に
失

敗
し
た
時
な
ど
は
、
自
分
に
非
が
あ
る
と
思

う
。」

（
自
分
の
評
価
基
準
を
大
事
に
し
て
い
る
事
例
。）

「（
大
学
卒
業
後
に
芸
術
の
専
門
性
を
高
め
る
た

め
に
）
評
価
の
高
い
別
の
大
学
に
進
学
す
る
こ

と
を
検
討
し
た
が
、
大
学
訪
問
し
た
際
に
そ
こ

の
生
徒
の
作
品
の
質
に
落
胆
し
、
結
局
出
願
を

や
め
た
。」

（
自
分
の
価
値
基
準
を
重
ん
じ
た
た
め
選
択
肢
が

狭
ま
り
本
人
の
柔
軟
性
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
事

例
。）

（
第　

段
階
か
ら
第　

段
階
に
移
行
中
の
該
当
者

が
被
験
者
の
中
に
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
該

当
す
る
引
用
は
な
い
。）

の
判
断
が
で
き
る
事
例
。）

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
授
業
を
受
け
て
な
か
っ
た

ら
、
い
つ
か
結
婚
す
る
だ
ろ
う
な
、
く
ら
い
に

し
か
思
わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
自
分
の
選
択
肢

を
広
げ
る
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
自
分
の
手
で
進
路
を
選
ぶ
、
歩
ん

で
い
く
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
に

な
っ
た
時
、
目
標
／
欲
が
生
ま
れ
た
。」

（
自
分
固
有
の
使
命
感
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
事
例
。）

4
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本
調
査
の
意
義
と
課
題
、
そ
し
て
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て

　

本
調
査
は
、
日
本
の
高
等
教
育
機
関
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
の
効
果
に
つ
い
て
、
成
人
発
達
理
論
の
視
点
か
ら
学
生
の
成
長

を
包
括
的
に
測
定
し
た
日
本
初
の
科
学
的
な
取
り
組
み
と
な
る
。
特
に
、
キ
ー
ガ
ン
の
構
成
主
義
的
発
達
理
論
と
、
そ
の
測
定
手
法

で
あ
る
主
観
・
客
観
面
談
を
本
格
的
に
採
用
し
た
日
本
初
の
試
み
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
と
言
え
る
。
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し
、
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ま
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第
一
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踏
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し
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ろ
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あ
り
、
現
時
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お
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は
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調
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サ
ン
プ
ル
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サ
ン
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異
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な
ら
な
い
。
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サ
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。
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取
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座
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ダ
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代
表
的
な
引
用
〉
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検
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葉
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概
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独
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。
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独
自

断
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
、
よ
り
複
雑
な
状

況
へ
の
対
応
に
苦
慮
す
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あ
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。
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が
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に
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在
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、
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当
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は
な
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の
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が
で
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る
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プ
の
授
業
を
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け
て
な
か
っ
た

ら
、
い
つ
か
結
婚
す
る
だ
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う
な
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く
ら
い
に

し
か
思
わ
な
か
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た
け
れ
ど
、
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の
選
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を
広
げ
る
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リ
ア
を
積
み
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い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
自
分
の
手
で
進
路
を
選
ぶ
、
歩
ん

で
い
く
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
に

な
っ
た
時
、
目
標
／
欲
が
生
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た
。」
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自
分
固
有
の
使
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明
確
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
事
例
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心
が
高
く
、
そ
の
向
上
に
対
し
て
の
意
識
も
高
い
受
講
生
が
集
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
バ
イ
ア
ス
が
生
じ
た
可
能

性
が
あ
る
。

　

本
調
査
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
講
座
の
受
講
者
で
な
い
学
生
で
構
成
さ
れ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
群
を
設
け
な
か
っ
た
た
め
、

受
講
生
の
発
達
と
本
講
座
受
講
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
課
題
も
残
る
。
つ
ま
り
、
受
講
生
の
発
達
が
、
本
講
座
受
講
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
の
か
、
も
し
く
は
他
の
要
因
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
か
、
判
定
が
難
し
い
。
本
面
談
調
査
は
、
秋
学
期
の
前

後
（
九
月
か
ら
翌
年
の
一
月
に
か
け
て
）
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
は
、
特
に
三
年
生
に
と
っ
て
就
職
活
動
の
最
中
に
あ
た
り
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
や
就
職
先
で
の
採
用
面
談
、
先
輩
へ
の
会
社
訪
問
等
、
従
来
の
学
生
生
活
で
は
経
験
し
得
な
い
幅
広
い
社
会
経

験
を
積
む
時
期
と
重
な
っ
た
。
そ
う
し
た
社
会
経
験
が
受
講
生
の
成
長
を
後
押
し
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
意
義
深
い
取
り
組
み
を
今
後
さ
ら
に
磨
き
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
精
度
の
高
い
調
査
結
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
調
査
対
象
の
生
徒
数
や
調
査
対
象
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
講
座

を
増
や
し
、
よ
り
大
規
模
な
調
査
を
行
う
。
同
時
に
、
定
量
分
析
の
み
な
ら
ず
、
定
性
分
析
と
の
混
合
研
究
法
に
よ
る
デ
ー
タ
収
集

と
分
析
を
含
め
た
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
講
座
を
受
講
し
て
い
な
い
学
生
で
構
成
さ
れ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
群
と
の
比
較

検
証
も
、
講
座
の
有
効
性
を
立
証
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
成
人
発
達
は
長
期
に
わ
た
っ
て
推
移
し
て
い
く
も
の
な
の

で
、
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
も
長
期
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
論
文
を
足
が
か
り
に
、
今
後
本
格
的
に
調
査
・
分
析
が
進
展
す
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
基
礎
教
育
は
大
き
く

発
展
し
、
よ
り
多
く
の
優
秀
な
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出
す
る
国
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

*　

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
大
学
講
師
（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
学
）。
慶
應
義
塾
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
サ
ー
チ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
所
員
。
元
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
研
究
員
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ー
ガ
ン
教
授
の
成
人
発
達
度
評
価
手
法
で
あ
る
主
観
・
客
観
面
談
認
定
評
価
者
。
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一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
経
営
学
修
士
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
行
政
学
修
士
（
Ｍ
Ｐ
Ａ
）。
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
に
て
ロ
ナ
ル
ド
・
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
上
級
講
師
な
ら
び
に
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ー
ガ
ン
教
授
に
師
事
し
、
成
人
発
達
理
論
に
基
づ
く
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
を
専
門
に
、
日
米
で
研
究
と
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

**　

慶
應
義
塾
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
サ
ー
チ
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
所
員
。
渡
邊
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
代
表
（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
学
と
成
人
発
達

心
理
学
を
利
用
し
た
コ
ー
チ
ン
グ
と
研
究
）。
元
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
Ｍ
Ｉ
Ｔ
ブ
ロ
ッ
サ
ム
ズ
理
数
科
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
／
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
エ
ゾ
ン
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
て
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ー
ガ
ン
教
授
に
師
事
。
同
教
授
の
成
人
発
達
度
評

価
手
法
で
あ
る
主
観
・
客
観
面
談
認
定
評
価
者
（
日
本
人
初
）。Im

m
unity-to-Change

T
M

自
己
変
革
認
定
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
。
上
智
大

学
文
学
部
卒
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
行
政
学
修
士
（
Ｍ
Ｐ
Ａ
）、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
育
学
修
士
（
Ｍ
．
Ｅ
ｄ
．）。
海
外
の
高
等
教
育

機
関
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
学
領
域
に
お
け
る
成
人
の
発
達
度
測
定
な
ど
共
同
研
究
も
行
う
。

（
1
）　T

he Program
m

e for International Student A
ssessm

ent 

（PISA

） 2015 

日
本
カ
ン
ト
リ
ー
ノ
ー
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（O
ECD
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, 2016
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aryCountry=JPN
&
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=PI （last visited Septem
ber 5, 2018

）.

（
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rends in International M
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IM
SS 2015, International A
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the Evaluation of Educational A

chievem
ent 

（IEA
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rends in International M
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IM

SS

） 2015 International Results in M
athem
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） http://tim
ssandpirls.bc.edu/

tim
ss2015/international-results/w

p-content/uploads/filebase/full%
20pdfs/T

15-International-R
esults-in-

M
athem

atics-Grade- 8.pdf （last visited Septem
ber 5, 2018

）. See also IEA

’s T
rends in International M

athem
atics and 

Science Study – T
IM

SS 2015, International A
ssociation for the Evaluation of Educational A

chievem
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he 
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SS
） 2015 International Results in Science in Grade 

8, 1‌9

―2‌1 
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） http://tim
ssandpirls.bc.edu/tim

ss2015/international-results/w
p-content/uploads/filebase/full%

20
pdfs/T

15-International-Results-in-Science-Grade-8.pdf （last visited Septem
ber 5, 2018

）.
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（
3
）　

内
閣
府　
平
成
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六
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子
ど
も
・
若
者
白
書
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概
要
版
）
特
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今
を
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き
る
若
者
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意
識
～
国
際
比
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ら
み
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て
く
る
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〇
〇
四
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w
w
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l （last visited Septem
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4
）　Ibid.
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5
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’Brien, T
. J. Looking for D

evelopm
ent in Leadership D

evelopm
ent: Im

pacts of E
xperiential and Constructivist 

M
ethods on G

raduate Students and G
raduate Schools. D

octoral dissertation, H
arvard Graduate School of Education, 

1‌ （2016
）.

（
6
）　

泉
谷
道
子
＆
安
野
舞
子
、
大
学
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
関
す
る
考
察
―
米
国
の
事
例
を
手
が
か
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